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２００６年 ７月１８日
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第１部　決算の概要
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　２００６年度　２００６年度 中間決算の概要（連結）中間決算の概要（連結）

２８

８

１

(６.５%)    　５５

(７.３%)    　６２

８４８

２００５年度
中間期 (A)

(＋１９.１%)　　　＋５

＋２

－

(＋２５.０%) 　 ＋１３

(＋２１.８%)  　＋１３

(＋９.７%)　 　 ＋８２

増　減（率）
(B) - (A)

３３　当期純利益

１０

１

(７.４%) 　　 ６９

(８.１%)  　　　７５

９３１

２００６年度
中間期 (B)

　 　特別損失

　経常利益

　売上高

　 　特別利益

　営業利益

２

０６年中間

（単位：億円）

経営指標経営指標

３

＋３７　９４　５７　　設備投資

(+2.4ﾎﾟｲﾝﾄ)　＋９５　(28.6%) 　４９５　(26.2%) 　４００　　株主資本

＋２０３　１,７３２　１,５２９　　総資産

＋３４　５２２　４８８　　有利子負債

＋２４５人５,５４２人５,２９７人　人 　　員

　

１.１倍１.２倍　Ｄ／Ｅ レシオ

２００６年度
中間期 (B)

２００５年度
中間期 (A)

増　　減　

（B）－（A）

（単位：億円）

０６年中間
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会社の所在地別の概況会社の所在地別の概況

８４８

△３０８

１,１５７

４５９

１７１

４０

４１

８８

２８７

１７４

１１３

６９７

２００５年度

中間期（A）

９３１

△３６０

１,２９１

５２３

２２５

６１

４５

１１７

２９８

１７７

１２２

７６７

２００６年度

中間期（B）

計

△５１消去・連結調整

アジア

欧　州

米　州

生　産

販　売

　
海
　
外

　
国
　
内

＋１３４小　　　計

＋６４

＋１０

＋８　　
子
　
会
　
社

＋８２連結売上高

＋２０

＋２９

＋７０単　　　独

＋５３

＋３

＋２

　増　減　
（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

６２

△２

６４

１７

６

１

０

５

１０

７

３

４７

２００５年度

中間期（A）

△１△３

＋１４７８

＋３２０

＋１１１

＋１４

＋１３７５

＋１２

＋１７

＋１１５８

＋２９

－０

－７

　増　減　
（B）－（A）

２００６年度

中間期（B）

○営業利益 （単位：億円）

４

０６年中間

１１０

０

５０

７０

９０

１００

８０

６０

～～

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

５

億円

２００６年度
中　間　期

２００５年度
中　間　期

７５

６２

＋８

コストダウン

売上・生産の増

固定費の増

原材料価格のアップ

△１３

販管費の増

＋１３億円

△１９

△８

＋９

販売価格の改善

＋２８

０６年中間

＋８

為替の影響
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事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益売上・営業利益

（７.３%）　　６２
８４８

（５.０%）　　　４
９４

２８

６６

（７.０%）　　３１
４４３

１５５

２８７

（８.５%）　　２６
３１０

８１

８０

１４８

２００５年度

中間期 (A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

(%)　　 (B)－(A)

(＋２１.８%)  　＋１３

(  ＋９.７%)　 ＋８２

(△４１.３%) 　　 △１

(　△２.１%)　 　 △２

(△２３.３%)    　△６

(　＋６.９%)   　 ＋４

(＋２５.１%) 　 　＋７

(＋１０.５%)    ＋４６

(＋１３.１%)    ＋２０

(  ＋９.０%)    ＋２５

(＋２９.０%)   　 ＋７

(＋１２.２%) 　 ＋３７

(＋１１.３%)  　　＋９

　(＋２５.９%)　　＋２０

(　＋５.３%) 　 　＋７

増　　　減

９３１売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 ７０材

料

他

２１

９２

（３.０%）　　　２

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ３１３部

品

１７６

４８９

（７.９%）　　３８

（９.７%）　　３４
３４８計

機

械

工

具

（８.１%）　　７５

９１

１０１

１５６

２００６年度

中間期 (B)

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

（単位：億円）

６

０６年中間

主要事業の売上高　主要事業の売上高　（機械工具）（機械工具）

148

155
156

80
96

101

81
86

91

0

50

100

150

（単位：億円）

７

05年上期 下期 06年上期

工　　具 工作機械 ロボット

０６年中間

05年上期 下期 06年上期 05年上期 下期 06年上期
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主要事業の売上高　主要事業の売上高　（部品、特殊鋼）（部品、特殊鋼）

８

287
303

313

155
166

176

94 103 92

0

100

200

300

ベアリング 油圧機器 特殊鋼その他

（単位：億円）

０６年中間

05年上期 下期 06年上期 05年上期 下期 06年上期 05年上期 下期 06年上期

９

２００６年１１月期２００６年１１月期 利益計画利益計画 ０６年通期

５１

２８

３

(６.８%)    １２０

(７.５%)  　 １３２

１,７６０

２００５年度

実 績(Ａ)

(＋３５.２%)　　＋１８

△１１

＋２

(＋１６.４%) 　 ＋２０

(＋１４.７%)  　＋２０

(　＋６.２%) ＋１１０

増　減（率）
(B) - (A)

７０　当期純利益

１７

５

(７.５%)    １４０

(８.１%)  　 １５２

１,８７０

２００６年度

見直し計画(B)

　 　特別損失

　経常利益

　売上高

　 　特別利益

　営業利益

（単位：億円）
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経営指標経営指標

１０

＋４０　　１８０　１４１　　設備投資

(+1.7ﾎﾟｲﾝﾄ)　＋７０　(29.6%) 　５２３　(27.7%) 　４５４　　株主資本

＋１２５　１,７６４　１,６３９　　総資産

＋８０　５５０　４６９　　有利子負債

＋１６７人５,５５０人５,３８３人　人 　　員

－　　１.１倍１.０倍　Ｄ／Ｅ レシオ

２００６年度

見直し計画(B)

２００５年度

実 績(Ａ)

増　　減　

（B）－（A）

（単位：億円）

０６年通期

会社の所在地別の計画会社の所在地別の計画

１１

１,７６０

△６５０

２,４１０

９６０

３６８

９１

８２

１９５

５９２

３５７

２３５

１,４４９

２００５年度

実績（A）

１，８７０

△７０４

２,５７４

１,０２４

４４２

１１３

８８

２４０

５８２

３４３

２３９

１,５５０

２００６年度

見直し（B）

計

△５４消去・連結調整

アジア

欧　州

米　州

生　産

販　売

　
海
　
外

　
国
　
内

＋１６４小　　　計

＋６４

△１０

＋４　　
子
　
会
　
社

＋１１０連結売上高

＋２２

＋４５

＋１００単　　　独

＋７４

＋６

△１４

　増　減　
（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

１３２

△６

１３８

４２

１８

４

△１

１５

２４

１６

８

９６

２００５年度

実績（A）

△３△９

＋２３１６１

＋３４４

△１２３

０８

＋２０１５２

＋１４

＋２１７

＋２０１１７

＋４２１

＋１０

△１１５

　増　減　
（B）－（A）

２００６年度

見直し（B）

○営業利益 （単位：億円）

０６年通期
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事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益予想売上・営業利益予想

１２（７.５%）　１３２
１,７６０

（４.７%）　　　９
１９８

６０

１３７

（７.２%）　　６６
９１３

３２２

５９１

（８.９%）　　５７
６４８

１６７

１７７

３０３

２００５年度

実績(A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

(%)　　 (B)－(A)

(＋１４.７%) 　＋２０

(　＋６.２%) 　＋８０

(△３５.４%)　 　 △３

(　△４.０%) 　　 △８

(△２５.３%)  　△１５

(　＋５.３%)   　 ＋７

(＋１８.１%) 　 ＋１２

(　＋８.４%)    ＋７６

(＋１１.８%)    ＋３８

(  ＋６.５%)    ＋３８

(＋１８.４%)　 ＋１０

(　＋６.４%) 　 ＋４１

(　＋７.２%)  　＋１２

　(　＋７.３%)　　＋１３

(　＋５.４%) 　 ＋１６

増　　　減

１,８７０売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 １４５材

料

他

４５

１９０

（３.２%）　　　６

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ６３０部

品

３６０

９９０

（７.９%）　　７８

（９.９%）　　６８
６９０計

機

械

工

具

（８.１%）　１５２

１８０

１９０

３２０

２００６年度

見直し計画(B)

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

（単位：億円）

０６年通期

２００

０

１３０

１５０

１７０

１８０

１６０

１４０

１９０

～～

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

億円

１５２

１３２

＋１２

コストダウン

売上・生産の増

固定費の増

原材料価格のアップ

△１８

販管費の増

＋２０億円

△２５

△１０

＋８

販売価格の改善

＋３８

＋１５

為替の影響

１３

０６年通期

２００６年度
見直し計画

２００５年度
実　績
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１４

15

　　　16

17～19 

　　　 20

　　　 21

　　　 22

　　　

第２部

　１．２００６年度の中・長期的な位置づけ

　２．先行きの見方と当社の経営スタンス

　３．産業機械分野を拡大

　４．設備投資計画

　５．人員計画

　６．２００６年度の経営目標

２００６～０７年度を展望する２００６～０７年度を展望する

　１．中・長期的な位置付け　１．中・長期的な位置付け

１５

1,339
1,466
1,588

1,760
1,870

152

132

100

76

38

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 年度
△40

△20

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180売上高

営業利益

売上(億円) 営業利益(億円)

5
6 6 6

2.5 3 3 3 3 3 3 3

5
7

0

2

4

6

配当(円)
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１６

２．先行きの見方と経営スタンス２．先行きの見方と経営スタンス

・多少の凸凹があるが、中期的に安定した需要が継続

　 ・複合連環型のビジネスが市場に浸透し、

　 　安定した利益成長のステージへ

・多少の凸凹があるが、中期的に安定した需要が継続

　 ・複合連環型のビジネスが市場に浸透し、

　 　安定した利益成長のステージへ

１．自動車業界
　　・高水準な設備投資
　　・グローバル生産台数の増加

２．産業機械業界
　　・工作機械は高水準な受注・生産が継続
　　・建設機械は世界三極で拡大
　　・航空機の需要が急拡大

１７
2003年 2004年 2005年 2006年

342

49

306

21%

769

52%

380

85

480

26%

925

49%

370

80

430

24%

880

50%

350

88

352

22%

798

50%

0

500

1,000

1,500

2,000

億円

１,４６６億円

１,５８８億円

１,７６０億円

３．産業機械分野を拡大３．産業機械分野を拡大①①

１,８７０億円

自動車

産業機械

電機・電子

市販その他

市場別売上高の推移

＜０３→０６年＞

＋１５５億円

＋２０％

＋１７５億円

＋５７％
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１８

産業機械向けの主な競争優位商品

　各分野の有力なカスタマーと連係して

　 トップポジションを確立

　　　・航空機・ガスタービン向けブローチ＆ブローチ盤

　　　・産業機械用高機能ベアリング

　　　　・球面軸受

　　　　 ・印刷・製紙用

　　　　 ・ボールねじサポート用

　　　　 ・減速機用

　　　・ミニ建機用油圧機器

　　　・一般産業機械機械用油圧機器　　

　　産業機械分野を拡大　　産業機械分野を拡大②②

１９

2003 2004 2005 2006 2007年
0

100

200

300

400

500
億円

ミニ建機用

　　　　　油圧機器

　　　　　　　　　＋６７％

産業機械用

　　高機能ベアリング

　　　　　　　　　＋３３％

タービン加工用

　ブローチ＆ブローチ盤

　　　　　　　　　　２.５倍

主な競争優位商品の売上
（産業機械分野向け）

　　産業機械分野を拡大　　産業機械分野を拡大③③

一般産業機械用

　　　　　油圧機器

　　　　　　　　　＋５５％

＜０３→０６年＞
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２０

４．設備投資計画４．設備投資計画

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

57

107

180

141

0

50

100

150

200

億円 産業機械・自動車向けの工具、ベアリング、油圧機器を中心に、

生産体制の拡充をすすめる

２１

５．人員計画５．人員計画

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

5,353

80

5,249

人員

5,550

ロボット

250

5,383

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

人・台 採用を拡大し、開発、生産技術、海外営業などの根幹要員を拡充

一方、社内のロボット化を推進し、人員体制の適正化をはかる

約３倍
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　２００６年度の業績見通し　２００６年度の業績見通し

５１

(６.８%)    １２０

(７.５%)  　 １３２

１,７６０

２００５年度
実　績(B)

(＋３５.２%)　　＋１８

(＋１６.４%) 　 ＋２０

(＋１４.７%)  　＋２０

(　＋６.２%) ＋１１０

増　減（率）
(B) - (A)

７０　当期純利益

(７.５%)    １４０

(８.１%)  　 １５２

１,８７０

２００６年度
見通し(B)

　経常利益

　売上高

　営業利益

２２

（単位：億円）

３４.２％

７円

２０円４４銭 ＋７円７１銭

２４.９％　配当性向

７円

２８円１５銭

　１株配当金

　１株純利益

hhｔｔｐｔｔｐ://://www.nachiwww.nachi--fujikoshi.co.jp/fujikoshi.co.jp/

問い合わせ先　　　経営企画部　問い合わせ先　　　経営企画部　

EE-mail ： kikaku@nachi-fujikoshi.co.jp

本資料には、将来の業績見通し、事業計画等を記載しておりますが、
現時点での経済環境や事業方針など一定の前提にもとづいて作成
しております。
従いまして、実際の業績は、需要変動や為替変動などの様々な要素
により、業績見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき下さい。


